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トゥーリストの来た道を遡行する
―アイルランドに渡った出稼ぎネパール人ガンダルバの事例―

森本　泉

１.   はじめに

　2005 年７月，アイルランド西部のクレア
州 County Clare にある村で，ネパール人ガネ
シュ 1)（仮名）と草原で草を食む牛馬や，ぽ
つんぽつんと点在する家々を眺めながら丘を
歩いていた時のことである．彼が白壁の家の
煙突から立ち上る煙を指差して言った．

　　「今日はあの白い家で宴会 bhoj がある　
　　んだ．」

　その白い家の住人と知り合いで，食事にで
も呼ばれているのだろうと思いながら黙って
話しを聞いていると，彼は料理名を挙げて
いった．「豆汁daal，鶏kukhuraa，肉maasu ２）…．」
そして，問わず語りに，筆者が初めて彼の村
を訪ねた 1996 年のダサイン Dashain ３）での思
い出話を語り出した．そこでようやく，彼の
目に映っている風景が，牧草地の広がるアイ
ルランドの田園風景ではないことに気が付い
た．緑に覆われた丘に白っぽく映える石造り
の家々から煙が立ち上る風景を通して，彼自
身の生まれ故郷，ネパール中西部ラムジュン
Lamjung の風景を見ていたのだった．
　筆者がガネシュやその次兄クリシュナ（仮
名）と知り合って，彼らの属するジャート 

jaat ４）であるガンダルバ Gandharba ５）について
調査を始めたのは 1996 年の春であった．彼
らがネパールの首都カトマンドゥのトゥーリ
ストエリア，タメル Thamel で活動するよう

になった経緯や，彼らがトゥーリストエリア
で直面する状況に―グローバル化やトゥーリ
ズムというような現象に―いかに適応した
り，折り合いをつけたりしているのかという
ことに関心があった．具体的には，彼らに特
有の楽器サランギ saarangi を携えて村々を歩
き，弾き語りを通して生活の糧を得ていた
ガンダルバの中にカトマンドゥのトゥーリ
ストエリアに出稼ぎに行く人々が現れるよ
うになった過程（森本 2000a）や，出稼ぎ先
のトゥーリストエリアでの適応の状況やその
彼らへの影響（森本 2000b；Morimoto 2002）
について明らかにしてきた．これらの作業
は，今日のネパール社会に起きている現象を，
トゥーリズム現象を補助線にして，明らかに
することを目指すものであった．これらの延
長上にある本小論では，ガネシュとクリシュ
ナの二人が，ネパールにおけるトゥーリズム
産業の発展を背景に村からカトマンドゥへと
活動拠点を移し，そして国境を越えてアイル
ランドに出稼ぎに行くようになった過程と出
稼ぎの実態を記述することを目的とする．こ
の作業は，ネパールで近年増加している出稼
ぎ現象の一端を，部分的ではあるが，二人の
経験を通じて明らかにすることにもなる．
　冒頭で紹介した場面には続きがある．ガネ
シュは 1996 年の村での思い出をひとしきり
話した後に，筆者に次のように問いかけた．
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２．研究対象の概要：出稼ぎガンダルバ

２．１　ガンダルバ
　ガンダルバは，音楽を生業とするネパール
のヒンドゥー的職業カーストとされる６）．ガ
ンダルバの人口は 2001 年センサスによると
5,887 人で，ネパールの全人口に占める割合
は 0.03% にすぎない．ガンダルバの都市人
口率は 22.0％ 7) と他のジャートに比して比較
的高いことが特徴として挙げられる．人口の
多少にかかわらず，ガンダルバや他のヒン
ドゥー・カーストについての研究は，ヒマラ

　　「ここはネパールの村のように見える　
　のに，どうしてアイルランドは発展（ビ　
　カス bikaas）していてネパールは発展し　
　ていないのか？」

　初めて会った頃には想像もしなかったネ
パール以外の地でガネシュと再会するという
場面において筆者に向けて発せられたこの問
いに対し，返答に窮し言葉を濁した．彼らに
とってビカスの象徴は，道路や電気に代表さ
れる社会資本であり（南 1997:318），車道が
村まで通り，電灯が灯り，外部と電話で交信
できることといえる．広々とした緑の丘で牛
馬がゆったりと草を食み，家々から煮炊きの
煙が上がる風景の中で，アイルランドの人々
はこれらの社会資本を享受している．アイル
ランドの田園風景と同じような風景を呈する
のに，ネパールはなぜ発展していないのか．
ガネシュの投げかけたこの問いに言葉を濁し
てしまったのは，同じ空間と時間を経験して
いても，両者の間にある目に見えない非対称
的な関係―世界システムの中心－周辺関係―
故に経験のされ方が異なる現実を説明するよ
うに迫られているかに感じられたからであ
る．ガネシュとクリシュナがカトマンドゥに
出稼ぎ拠点を構え，活動していた頃，一年に
１，２度ネパールを訪れる筆者に対し，別れ
際に「今度はいつネパールに来るの？」と尋
ねる言葉が，その関係を象徴している．筆者
が彼らを訪ねてネパールやアイルランドに行
くことはできても，現時点ではその逆は考え
にくい．このような状況の中，ガネシュとク
リシュナはネパールを訪れた外国人トゥーリ
ストと懇意になり，その個人的関係によって
アイルランドへの出稼ぎの機会を獲得した．
いわば，ネパールに来たトゥーリストの道を
遡行するようにして彼らはアイルランドへ出
稼ぎに行くことになったのである．彼らの出
稼ぎの道は，世界システムの周辺から中心へ
と向かう．本小論では，彼らがこの構造にい

かに組み込まれ，その過程をいかに経験して
いるのか考察することをも目的とする．
　以下では，まず２章で本稿で事例として取
り上げるガネシュらの属するジャート，ガ
ンダルバの社会における位置づけを確認して
から，彼らの出稼ぎの背景としてネパールに
おける最近の出稼ぎ動向を概観する．次に３
章ではアイルランドに出稼ぎに行くことに
なった経緯を，４章では彼らがアイルランド
での生活にいかに適応しているのかを明らか
にし，５章でアイルランドに出稼ぎに行った
二人の経験が今後の彼らにどのような将来を
予想させるのか考察することでおわりにかえ
る．
　本小論は，筆者が 1996 年にカトマンドゥ
にあるトゥーリストエリア，タメルの路上で
土産物を売っていたガネシュやクリシュナと
知合った時から今日に至るまでの観察及び聞
き取り調査，それからインフォーマルなやり
取りを通じて得られた資料に基づいている．
観察や調査を行った場所は，本文で明らかに
されていくとおり，彼らの活動場所であるカ
トマンドゥのタメル，彼らの出身村であるヒ
マラヤ中間山地のラムジュン（1996 年 10 月，
1999 年６月，2005 年 10 月），及び出稼ぎ先
のアイルランド西部クレア州（2005 年７月，
同８月）の３地点である．
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ヤの山地民族についての研究に比べると少な
いが８），このことは，ヒマラヤにチベット的
なイメージが構築され，重ねられてきた過程
と表裏一体をなす．
　少ないながらもいくつかの先行研究を参照
しながら，ガンダルバのネパール社会におけ
る位置づけを確認しておきたい．まず，ガン
ダルバの生態を明らかにしようとする人類学
的関心に基づく研究がある．そこでは，とり
わけガンダルバの生業と認識されてきた村々
を歩いて歌う行為から，物乞いのイメージや
社会的周縁性が強調されてきた（Macdonald 
1975a；b）．また，Höfer は，ネパールの法律
ムルキ・アイン Mulki Ain を分析し，ガンダル
バがヒンドゥー的カースト社会において体系
的に最も低い不可触カーストとして位置づけ
られていることを示している（Höfer 1979）．
この不可触としての位置づけやガンダルバの
生業に由来する物乞いのネガティヴなイメー
ジは，同時に音楽がガンダルバに特有の文
化として認識されていることを示唆してい
る．このようなガンダルバの音楽は，ナショ
ナリズムの隆盛を背景にネパールの文化とし
て再評価され，同時に近代化などによって彼
らの文化―ガンダルバ特有の楽器サランギや
歌に関する技術や知識―が消滅しつつあるこ
とが危機感を持って指摘されるようになった

（Chhetri 1989；Sharma 2003）．そしてこの危
機感を共有するガンダルバ自身が，ガンダル
バの住む村々を回って歌の資料を収集するよ
うになった（Nepali 2003 等）．
　このようなカースト的に不可触とされつつ
もネパール文化の担い手という評価は，ガン
ダルバのアイデンティティをアンビヴァレン
トなものにすることになった．たとえば，サ
ランギ奏者として高名なラム・サラン・ネパ
リ Ram Saran Nepali ９）を悩ませた宿命論的な
ディレンマがその状況を示している．彼が
1996 年に亡くなった時，ネパール最大のヒ
ンドゥー寺院で葬儀が執り行われ，「偉大な

芸術家を失った」として彼の死が惜しまれる
様子がラジオを通して伝えられたが，ラム・
サラン・ネパリは生前彼に対するこの文化的
評価を素直に受け取ることができなかったの
である．つまり，自身の人生を「素晴らしい
音楽家として尊敬されようと考えるだけで，
ガイネ・アイデンティティ故に人々に辱めら
れ，蔑まれることになる」からであった．音
楽家としてのアイデンティティを持とうとす
ると不可触カーストとしての扱いを受けるこ
とが不可避となる困難な状況を，自分の宿命
mero karma という歌の中で切々と訴えていた

（Weisethaunet 1997；1998）．
　ガンダルバがみなラム・サラン・ネパリの
ようにサランギ奏者として高く評価されてい
るわけではなく，歌で名を成すのはごく一部
のガンダルバにすぎない．彼らの多くは村々
を歩き，人々の要望に応じて歌を作り，弾
き語ってきた．他の職業カーストの人々と
同様に土地等の生産手段を持たない彼らは，
マーケットの動向にあわせて，機敏に，か
つ柔軟に活動を変容させてきた（Hitchcock 
1975）．筆者のガンダルバについての関心は，
Hitchcock が指摘するガンダルバの社会変化
に対応した機敏さや柔軟性にあり，このよう
な関心に基づく本小論での試みは，二人の国
境を越える出稼ぎをめぐって，その空間的な
移動過程における彼らの適応を明らかにしよ
うとするものである．
　先述したが，筆者は彼らが村からカトマン
ドゥのトゥーリストエリアに出稼ぎに来るよ
うになった経緯や，そこでの適応の状況を明
らかにしてきた．その過程で，彼らにとって
生計を立てる道具であった楽器のサランギが
土産物として売られるようになっていった．
サランギに商品としての価値が見出されるよ
うになると，それまで自身が弾くために作る
か，作ってもらうかしていたシンプルなサラ
ンギに彫り込みを入れて装飾的にしたり，持
ち運びしやすいようにサイズを小さくしたり
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するようになった．一方，村でネパール人を
対象に歌っていたような歌はトゥーリストエ
リアで外国人トゥーリスト相手に歌われるこ
とは殆どなくなり，その代わりにネパールで
流行っているフォークミュージックが歌われ
るようになった．この変化の過程で，タメル
のガンダルバは，Weisethaunet が指摘したラ
ム・サラン・ネパリの宿命論的なディレンマ
を内在してしまう楽師カーストであるガイネ
としてのアイデンティティではなく，ネパー
ルの伝統的な音楽家 traditional musician ガンダ
ルバとしてのアイデンティティを確立してい
る (Morimoto 2002)．その変化が生じた背景
には，トゥーリスト空間として創出されたタ
メルが，外国人トゥーリストだけでなく，ネ
パールや隣接するチベット，インドからも企
業家らがトゥーリズム産業に参入する為に集
まり，人口の流出入が激しく，匿名性の高
い地域となっていることが挙げられる．ま
た，トゥーリズム産業やその活動が集積する
過程でタメルが経済的にも文化的にもグロー
バル化の浸透した地域となり，そこではヒン
ドゥー的な社会的価値観よりも資本主義的価
値観が卓越するような状況があることも指摘
できる（Morimoto 2007）．
　1970 年代から 1980 年代にかけてカトマン
ドゥで活動するようになったガンダルバたち
は，経済的社会的理由によって教育を全く受
けていないか，受けていても数年間学校に
通っただけで中退している．その一方で，幼
少期に親類縁者の年長男性について村々を歩
き，サランギの弾き語りに直に接していた．
その過程で彼らはサランギを弾き，歌う技術
を身につけてきた．1980 年代初頭はカトマ
ンドゥで活動をするといってもタメルではな
く，人の集まるバスパーク等でネパール人を
対象に歌っていた．やがてラムジュンやその
周辺に住む若いガンダルバたちが，タメルを
拠点に活動するようになる．村で待つ家族に
とっては，ガンダルバの男性たちがカトマン

ドゥを拠点に活動を始める以前から彼らが村
を時々離れて不在であることに変わりはな
い．しかし，彼らの音楽実践の対象がネパー
ル人から外国人トゥーリストに変わることで
彼らの収入は増加し，その結果村の家を増改
築したり，子供たちをより長く就学させたり
するようになった．具体的には，路上で外国
人トゥーリストに彼らの楽器であるサランギ
を土産物として売ったり，レストランやホテ
ルで楽器を弾くアルバイトをしたりすること
で，生計を立てるガンダルバが増えてきた．
　このような変化に別の変化が加わるように
なったのは 1990 年代が終わる頃からである．
ガンダルバたちはタメルに留まっておらず，
やがて外国に出稼ぎに行くようになった 10）．
1996 年の時点で，日常的にタメルに関わっ
ていたインフォーマント30 名 11) のうち，2007
年の夏の時点で外国に行った経験のあるガン
ダルバは 11 人であり，４人が外国へ出稼ぎ
に行って不在であった．1997 年以降にタメ
ルで活動するようになったガンダルバを含め
ると外国に行った経験のある人数は更に増え
る．このような状況は，近年国外への出稼ぎ
が増大しているネパールの側面を示すものと
言える．もちろん，このような傾向を一般化
することは避けなければならないし，出稼ぎ
を推進する背景に国の政策やマンパワー・ビ
ジネスの存在を看過できない．しかし，これ
から述べるガンダルバの外国経験のように外
国人との個人的な関係を頼って外国に渡る
ケースは，筆者の経験的観察からタメルにお
いて―トゥーリズムに関わる人々にとって―
多いとはいえなくても，珍しくないものとい
える．

２．２　国外への出稼ぎの背景
　ガネシュとクリシュナが初めてアイルラン
ドに渡ったのは 1999 年７月のことだった．
３ヵ月間の演奏旅行の予定でアイルランドを
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図２　目的別外国渡航ネパール人割合（2005 年）
　　　　　　Nepal Tourism Statistics 2005 より作成

訪れ，ネパールの歌を紹介してきた．一度帰
国してから，彼らが定期的にアイルランドに
出稼ぎに行くようになったのは 2000 年以降
であり，ネパール全体でも国境を越えるネ
パール人が増加した時期に相当する（図１）．
その背景に，1996 年に始まった毛沢東主義
派 Maoist の活動があり，政情不安が加速され
たことがある．また，2001 年にネパール王
室で当時のビレンドラ Birendra 国王と王妃，
皇太子を含む 10 数人の王族が亡くなる事件
が起こり，その後王位に即位した次弟ギャネ
ンドラ Gyanendra が非常事態宣言を発した前
後数年間で，ネパールを訪れるトゥーリスト
は激減した（図１）．
　この間，基幹産業に位置付けられてきた観
光産業はもとより，その他の産業も低迷する
ようになった．この事態を打開するために，
ネパール政府は韓国やマレーシアへの出稼ぎ
労働を制度化する等，積極的に国外に雇用機
会を求めるようになった．こうして外国に出
るネパール人の人数は 2000 年以降ますます
増加し，2004 年にはネパールを訪れる外国
人数（インド人をのぞく）を上回った．ガネ
シュやクリシュナの出稼ぎはこのような状況
を背景に始まったのである．
　図１が示す出国するネパール人の増加に出
稼ぎ目的の出国者がどのくらい含まれるか
は不明である．しかしながら，図２が示すネ

図１　ネパールを訪れる外国人トゥーリスト数と
　　　外国に渡航するネパール人数の推移
　　　　　　Nepal Tourism Statistics  2005 より作成

パール人の出国目的別渡航者割合を見てみる
と，出稼ぎに該当する項目がないので推測す
るしかないが，全体で 373,362 人のうち 74％

（272,515 人）を占める「その他」に含まれる
ものと考えられる．この「その他」の割合は
年々増加している．
　行き先をみると，アラブ首長国連邦へ渡航
する人数は 68,283 人（18％），空路によるイ
ンドへ 57,400 人（15％）12)，その次がマレー
シアで 35,384 人（9%）となっている（Ministry 
of Culture, Tourism and Civil Aviation 2006）．
これらのことから，インドやアラブ首長国連
邦，及びマレーシア等の非先進国への出稼ぎ
が多いと推測される．他方ガネシュとクリ
シュナの出稼ぎ先であるアイルランドに渡航
するネパール人は「その他」に含まれ人数は
不明であるが，近年留学や就労目的の渡航者
数が増加している隣国のイギリスでもおよそ
6,957 人（2.6％）（Ministry of Culture, Tourism 
and Civil Aviation 2006）が渡航しているにす
ぎないことから，アイルランドは渡航先とし
てはもとより，出稼ぎ先として多くはない事
例と言える．

３．トゥーリストの来た道を遡行する
　　：世界システムの周辺から中心への旅

　ガネシュとその兄クリシュナがアイルラン
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ドを訪れることになったのは，タメルで知り
会ったアイルランド人トゥーリストが彼らの
演奏旅行を企画してくれたからである．この
ような外国人との個人的関係を通して外国を
訪れるケースは，先述したようにトゥーリ
ストエリア，タメルにおいて珍しくないし，
トゥーリズム現象の一部分といえる．ガネ
シュとクリシュナは演奏旅行を機に，今度は
就労目的でアイルランドに定期的に行くよう
になった．この現象は，第三世界に向かう先
進国からのトゥーリストの流れの逆，つまり
世界システムの周辺から中心に向かう流れを
構成する．本章では，ガネシュとクリシュナ
の村からアイルランドに行くことになった経
緯を辿ることにする．

３．１　村からカトマンドゥへ
　1965 年，ラムジュンに生まれたクリシュ
ナは，末弟ガネシュの次兄であり，他に兄が
二人と妹が一人いた．５人きょうだいの中で
クリシュナだけが学校に通った経験がある．
他のきょうだいよりも賢かったから父親が
通わせてくれたとクリシュナはその理由を語
る．４クラスに在籍していた時に父親が亡く
なって生活が困窮し，母親が物乞いをしなが
ら子供たちを育ててくれたという．クリシュ
ナは父が亡くなると学校をやめ，親戚の年長
男性と共にサランギを携えて村々を歩くよう
になった．遠くは国境を越えてインド 13) ま
で，年長者について村を回って歌を歌い，そ
の報酬として米やトウモロコシ等を受け取る
ようになった．バスの運転手は「我々貧しい
ガンダルバ」を見ると代金をとらずにバスに
乗せてくれたものだったとクリシュナはその
当時を語る．クリシュナは村を歩いていた頃
の思い出として，ヒンドゥー ･ カーストの村
ではヒンドゥー的な文化規範の中で下位カー
ストとして露骨に扱われ，ひもじい思いをし
たこと，対照的にチベット ･ ビルマ語系の民
族の村で気前良く肉や酒を振舞われ，村の娘

達と歌のやり取りをしたり，恋仲になったり
して楽しい思いをしたことを語る．どこの村
の人々が何を食べさせてくれるのか，飲ませ
てくれるのか，娘達の気立てが良いか，歓迎
されるか，気前がいいかというような情報が
仲間内で交わされ共有される．クリシュナは
カトマンドゥに行くまでの５，６年間，村々
を歩く経験をしていたことから，ネパールと
その周辺の地誌に詳しい．また，クリシュナ
の村々を歩く生活は，サランギを弾き，歌う
技術を身につける期間でもあった．
　ある時，ラジオ・ネパールに雇われてサラ
ンギを弾いていたガンダルバがカトマンドゥ
から「良い服」を着て村に戻ってきた．クリ
シュナはその彼に憧れて友人とカトマンドゥ
に行こうと思い立った．そして，1981 年に
カトマンドゥを初めて訪れた．カトマンドゥ
で活動をするようになっても，当初は村を歩
いていた時と同じように，バスパークのよう
な人の集まる場所でサランギを弾き，歌っ
ていた．サランギを持っていれば，「バイ
bhaai 14)，金をあげるから歌を歌って」とネ
パール人に声をかけられ，歌うと数ルピーか
ら数十ルピー 15) が歌の報酬として渡された．
このような活動が変わることになった経緯に
ついて，クリシュナの語りを要約すると次の
ようになる．
　カトマンドゥで人の家の軒先を借りて寝か
せてもらいながら，サランギを弾いて歌って
細々とお金を稼いでいたところ，そこの人に

「都会 sahar 16) に行ってごらん．都会には外
国人がいるし，金を稼げるよ」と言われ，都
会に行くことにした．そこで行き着いたのが
外国人が多く集まってくるトゥーリストエリ
ア，タメルであった．タメルでサランギを弾
いていると，フランス人らしい外国人がサラ
ンギに興味を持った．周囲のネパール人に「サ
ランギを売ってあげなさい」と言われてサラ
ンギを渡したところ，100Rs. を貰った．当時，
サランギはサランギを弾ける人に無料で渡す
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ものであったのが，外国人に渡したら「大金」
を渡された．村で 100Rs. といったら「大金」
でなかなか稼げるものではない．この時に外
国人にサランギを売ることを知り，カトマン
ドゥに住んでいたガンダルバからサランギを
買って外国人に売り，一度に 2,000Rs. を稼
ぎ，それを村の母親に持ち帰ったらとても喜
んでくれた．
　村人達もクリシュナがどうやって金を稼い
だのかを聞いて，次々とカトマンドゥに行く
ようになった．また，この一件が評判になっ
てクリシュナに縁談が来た．その頃，村でサ
ランギを弾いている時に出会ってお互い好意
を寄せ合ったものの叶わぬ恋だと諦めた他の
ジャートの娘が結婚したという噂を聞き，感
傷的になっていたクリシュナは，母が勧める
その縁談の女性と結婚することにした．その
妻との間に現在三男一女がいる．
　村々を歩いてサランギを弾いていたガネ
シュが兄クリシュナを頼ってカトマンドゥに
出稼ぎに行くようになったのは 1988 年，ガ
ネシュが 20 歳の時であった．

３．２　カトマンドゥでの生活
　ネパールにおいて 1990 年に民主化が達成
されると，1980 年代から基幹産業に位置づ
けられてきたトゥーリズム産業が経済の自由
化に伴って，周辺的な経済活動も含めて，急
速に展開するようになった．このようなネ
パールの状況を背景に，経済機会を求めて
ネパールを歩いてきたクリシュナらが，ネ
パール人一人当たりの GDP の年間平均額を
数日で使い切ってしまう外国人を活動の対
象として見出したことは不思議ではない．先
述した出来事が契機となって，サランギを外
国人に売ることが彼らのカトマンドゥでの仕
事となっていき，クリシュナは 1980 年代か
らトゥーリストエリアとして展開するように
なったタメルに活動拠点を移すようになっ
た．トゥーリズムの展開と共に，クリシュナ

らの活動対象はネパール人から外国人トゥー
リストに移っていった．
　この過程において，ヒンドゥー的カースト
規範による社会的周縁性故にガンダルバの
諸機会へのアクセスが制限される反面，文化
的な禁忌が少なかったことが，新興産業であ
るトゥーリズムへの参入を容易にしたと言え
る．つまり，ヒンドゥー的カースト社会の下
位に位置づけられてきたガンダルバは，ジェ
ンダー差はあるにしても，浄不浄の観念か
ら忌避すべき外国人との接触に抵抗が相対的
に小さかったといえる．こうして，旅の吟遊
詩人と称されたサランギを弾くガンダルバか
ら，路上で外国人トゥーリストを相手にサラ
ンギをネパールの土産物として売ったり，弾
いたりするようになったことで―彼らの言葉
を借りると「ビジネス」をすることで―，彼
らの生活は大きく変わっていった．
　彼らのカトマンドゥでの生活は次のようで
ある．地縁血縁の仲間同士でタメルやその
近くに部屋を借りて住むようになり，カトマ
ンドゥに「ビジネス」に来るガンダルバが増
加するようになって暫くすると，Gandharba 
Culture and Art Organization が設立された．
1995 年にこの協会は設立されたのだが，そ
の背景にタメルに常宿していたアメリカ人
のクリシュナに対する個人的な支援があっ
た．タメルの路上で日常的に「ビジネス」を
していたガンダルバはその当時 30 人近くお
り，その中で最古参の一人であるクリシュナ
は社交的で人あたりがよく，外国人の友人が
多かった．そのアメリカ人も，彼がディディ
didii 17) と呼んで慕う友人の一人であった．こ
の協会の事務所としてタメルに部屋を借り，
ガンダルバたちはタメルの路上での「ビジネ
ス」に疲れるとそこに集まり，お喋りに興じ
たり，寛いだりする．また，近年増加した文
化イベントへの参加要請も，その協会を通し
てくるようになり，タメルのガンダルバの活
動は協会を拠点に，場当たり的に出演者を決
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めることがあっても，ある程度組織化される
ようになった．
　1990 年代後半になると，ある程度の学校
教育を受けた若いガンダルバたちがタメルに
集まるようになる．父親の世代が子供たちに
夢を託して学校教育期間はサランギを触らせ
なかったため，タメルに来てからサランギの
弾き方を年長者から習い，ネパールのフォー
クソングを弾きながら路上を歩くようになっ
た．若いガンダルバの中には，ガンダルバ
特有の歌い方は上手くできないが，近年都
市部で急増している歌垣 18) ドーリ dohorii の
ステージがあるドーリ・レストラン dohorii 

restaurant で，歌う技術を身につけた者もい
る．
　2000 年まで，ネパールを訪れる外国人
トゥーリスト（インド人以外）は右肩上がり
に増加していた（図１）．トゥーリストを対
象に路上でサランギを売ったり，レストラン
でフォークソングを弾いたりするだけでな
く，先述したように各種イベントにガンダル
バとして招かれることも増えてきた．このこ
とは，民主化以降急速に浸透してきたグロー
バル化の波に晒され，高揚するようになった
ネパールのナショナリズムと無関係ではない
であろう．他方で，村を歩いていた頃は，日々
サランギを弾き，歌っていたのが，タメルに
来てから歌を歌うように請われることも滅多
になくなり，歌を忘れるようになっていった．
　タメルでの「ビジネス」活動は，クリシュ
ナらに別の人生の可能性を見出させることに
なった（Morimoto 2002）．村々を歩いてい
た頃，楽師カースト即ち下位カーストである
ことから差別的な扱いを受けてきた状況とは
違って，外国人に楽師カーストや下位カース
トという社会的属性を明かしたとしても，共
感を示されることはあっても，また心づけが
はずまれることがあっても，ヒンドゥー的な
差別的な扱いを受けるような状況には殆どな
らない．ネパールのトゥーリスト・イメージ

が重ねられるタメルにおいて，外国人にとっ
てはガンダルバも外国人の思うネパール人―
後述するがチベット文化圏をも含む広い意味
でのアジア人―でしかない．ネパールやその
人々に重ねられる他者イメージはクリシュナ
やガネシュの自己イメージとは異なる．タメ
ルでは，先述したサランギ奏者として評価さ
れたいと思うと下位カーストであるガイネの
扱いを受けてしまうというアンビヴァレント
な思いを抱えて亡くなったラム ･ サラン ･ ネ
パリの人生とは別の，サランギにアイデン
ティティを示しても―たとえサランギを弾け
なくても―下位カーストとして屈辱的な扱い
を受けることなく，ネパールの伝統的音楽家
traditional musician として評価されるような人
生の可能性を実現可能なものとして夢見るこ
とが可能なのだ．

３．３　国境を越える：アイルランドへ
　クリシュナやガネシュは，アイルランドに
出稼ぎに行く前まで，他のガンダルバと同様
にタメルの路上でトゥーリストにサランギを
売ったり，夜になると外国人が食事に来るレ
ストランでネパールのフォークソングを歌っ
たりしていた．また，協会の事務所で外国
人にサランギ等の楽器演奏の手ほどきをした
り，トレッキングに行く外国人に同行者とし
て付き添ったりすることも，彼らの活動に含
まれる．いずれも安定した活動とはいえない
が，外国人対象の経済活動であることから，
他の職種に比べると一度に手にする実入りは
小さくない．タメルで活動する以前，村を歩
いていた頃は，歌の報酬として籾や米，トウ
モロコシ，それに数十ルピーの現金を手にし
ていたのが，タメルではサランギ一台が数百
ルピーから数千ルピーで売れ，場合によって
は US ドルや日本円等の外貨を代金として受
け取ることもある．
　彼らがタメルで手に入れるようになったの
は経済機会ばかりではない．例えば，外国人
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トゥーリストの同伴者として―場合によって
はボーイフレンドとして―ネパール国内外の
旅行に同行し，外国人と同じようなトゥーリ
ストとしての経験をする機会を手にするガン
ダルバもいる．ネパール人にとって，一般に
インド以外の外国に国境を越えて出かけるこ
とは経済的政治的に容易ではない状況を考え
ると，ましてヒンドゥー的カースト社会にお
いて諸機会から遠ざけられてきた彼らにとっ
て，外国渡航の機会は，その実現可能性がい
かに低くとも，大きな魅力となっている．日
帰りの市内観光から長ければ一ヶ月のトレッ
キングや外国旅行に同行し，帰ってきたら心
づけやプレゼントを貰い，その後メールや手
紙のやり取りをしたりする．また，外国人と
付き合う機会があること自体―街中で聞かれ
るのとは違うエキゾチックな雰囲気の音楽が
流れるトゥーリスト・スタンダードのレスト
ランに招かれて共にテーブルを囲み，ビール
を飲んだりピザを食べたりすることも―彼ら
にとってタメルが煌いて見える要因になって
いる．このように，ネパールのヒンドゥー的
社会で周縁化された存在としてではなく，他
のネパール人と同様に，戦略的に下位カース
トであることを語る場合はそれ以上に，諸機
会を獲得することが可能な環境がタメルに
あった．この意味で，タメルは，ネパールの
ヒンドゥー的な社会に埋め込まれたガンダル
バを切り離し，グローバルな世界システムに
ネパール人として組み込むインターフェイス
のような役割を果しているといえよう．
　先述したが，人当たりの良いクリシュナは
他のガンダルバに比べてより多くの外国人
トゥーリストを友達にもっていた．クリシュ
ナらのアイルランドへの演奏旅行を企画した
アイルランド人も，彼がタメルで出会った外
国人の一人である．アイルランドに戻ったク
リシュナの友人は，クリシュナとガネシュ，
及び彼らの姻戚関係にあたるガンダルバの３
人のアイルランド渡航手続きに必要なビザ申

請の為の書類や，航空券や海外旅行保険の為
の経費を送ってきた．クリシュナとガネシュ
はアイルランド行きが決定すると，母親のい
るラムジュンの村に親類縁者に挨拶をしに
戻った．その旅に同行した筆者は，入国審査
時に署名をするために，ガネシュと木切れで
地面に名前を書く練習をした．他方のクリ
シュナは学校に通った経験があり自身の名前
は時間をかければ以前から書くことが出来た
が，アイルランドから手続きに関する手紙や
メールが来ると知人に読んでもらい，どのよ
うに返事を書くべきか相談して，返事を書い
て出してもらっていた 19)．海外旅行保険の
かけ方から所持品の持ち方まで周りに相談し
ながら準備を進め，1999 年 7 月，カトマン
ドゥの空港でタメルのガンダルバや村から見
送りに来た親類縁者，友人に見送られて，３
人は旅立っていった．アイルランドではタメ
ルで出会った友人の案内で学校やパブ，人の
集まる場所でサランギを弾いて，約３ヶ月の
演奏旅行を終えて帰国した．

４．アイルランドでの生活

　2000 年以降，クリシュナとガネシュはア
イルランド西部，大西洋に面したクレア州に
ある人口 1,000 人ほどの村で働くようになっ
た．アイルランドは他のヨーロッパ諸国に比
べて経済成長が低迷していたが，1990 年代
に EU に統合された事もあり，急成長を遂げ
た．近年では新たに EU に統合された東欧諸
国，特にポーランドからの移民労働者を多く
受け入れるようになった．彼らが働く村は，
湧き出る鉱泉水と年に一度のマッチメイキン
グ・フェスティバルで有名な観光地で，９月
頃になるとヨーロッパをはじめとした外国か
らのトゥーリストで賑わい，繁忙期にはポー
ランド等から出稼ぎ労働者が来る．また，ア
イルランド西部はアイルランド音楽が継承さ
れてきた地域として有名であるが，とりわけ
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             写真１　パブのカウンターに立つ
                             クリシュナとガネシュ

クリシュナとガネシュのいる村は音楽活動が
盛んなことで知られ，音楽家達の演奏を楽し
む機会が多い．閑散期の春になるとネパール
に戻り，約３ヶ月間をカトマンドゥや村で過
ごす．本章ではこのようなクリシュナとガネ
シュのアイルランドでの出稼ぎ生活をめぐっ
て，彼らについて生じている変化を見ていく
ことにする．

４．１　出稼ぎをめぐって
　クリシュナの出稼ぎ先は一世紀半続いてい
るパブである（写真１）．ホールを行き来し
て給仕をしたり，厨房で細々とした雑用をし
たり，近所の店まで買い出しに行ったりする．
開店する昼前から閉店する夜中２時頃まで給
仕として働くが，夜になって音楽家たちが集
まると時々演奏に参加し，サランギを弾くこ
ともある．他方，ガネシュは 2000 年に来た
時に紹介されたホテルで働いたが，仕事をう
まくこなせず一旦ネパールに帰国した．クリ
シュナがパブの経営者に就労機会の斡旋を
頼み，1995 年に開業した鮭を燻製にするス
モークハウスで働けることになり，再びアイ
ルランドに来ることになった．ガネシュは朝
から夕方までスモークハウスで働き，夜にな
るとパブでクリシュナの手伝いをする．二人
ともパブの二階にそれぞれ一室ずつ部屋を与
えられ，食事はパブの賄いで食べる．クリス

マスシーズンが近づいてスモークハウスが繁
忙期になると，他方パブは冬期には閑散とし
てくるので，クリシュナはスモークハウスの
手伝いをする．
　パブの経営者は最初にクリシュナやガネ
シュらをアイルランドに行くきっかけをつ
くったアイルランド人の知人で，最初の訪問
時からの知り合いである．繁忙期の夏期には
東欧からの出稼ぎ労働者を雇用する．その多
くがポーランド出身の若い男女で，二人と同
じくパブの二階にある部屋に住み，パブの賄
で食事をする．彼／女らには給料として一
週間 400 ユーロ（当時の換算率で約 55,000
円）が支払われるという．他方二人は春から
冬までおよそ 9 ヶ月間働き，ネパールに戻
る際にそれぞれ住居費や食費，航空券代，ビ
ザ経費を差し引いたネパール・ルピーにして
約 40 万ルピー（当時の換算率で約 68 万円）
が一度に支払われる．2006 年の春は，胆石
になったクリシュナの医療費が引かれた為
にネパールに帰る際にそれぞれ 2000 ユーロ

（約27万円）が雇用者から渡された．クリシュ
ナは東欧出身者との待遇の違いについて，「自
分達はヨーロッパの人より安く働かされて，
しかも時間外にも働かされている．でもネ
パールにいるよりはまし．ネパールではこん
なに稼げないから」と語る．
　このような出稼ぎ労働者の中で周縁化され
ている状況にいかに対応しようとしているの
だろうか．クリシュナは人に言われたことを
断ることができずに仕事が増えていつも時間
に追われ，かつてネパールでは腕時計をして
いても時間を気にしなかったクリシュナが頻
繁に時計に眼をやるようになった．他方のガ
ネシュは，兄が忙しければパブの仕事を手伝
うが，「他人の言いなりになると見下される
から労働時間外は仕事を頼まれても断る」と
いう．アイルランドでは特別な出費がなけれ
ば月額で一人７万５千円を稼いでいることに
なり，ネパールで彼らが一ヶ月にこれだけの
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収入を継続して得ることは考えにくい．タメ
ルの路上の不安定な「ビジネス」では一度に

「大金」を手にする可能性はあるが，それは
決して継続されるものではないことを彼らは
心得ている．クリシュナとガネシュはポーラ
ンド出身者達と待遇が異なることに対して不
満を感じているが，「ネパールにいるよりは
まし」であると受容し，アイルランドの村で
周縁化されている状況は今のところ仕事を辞
める理由となっていない．
　他方，彼らにとってネパールでは想像して
いなかった経験もある．例えば，パブでの給
仕やスモークサーモンの製造のように他人に
食事を提供する仕事は，ネパールの一般的な
ヒンドゥー的カースト社会において下位カー
ストに位置づけられてきたガンダルバには近
づけない領域であった 20)．クリシュナとガ
ネシュは自分の作る料理やスモークサーモン
を世界中の人が食べていると胸を張って語
る．この経験も，クリシュナやガネシュにとっ
てまた別の人生を実感させていると言えよ
う．休みの日にはアイルランド人の友人達と
釣りをしたり，音楽演奏に出かけて臨時収入
を稼いだりしているが，これらの活動は，ネ
パールにいた時にも行っていた活動の延長上
に位置づけられている．しかし，アイルラン
ドの路上でサランギを弾けば一日で 200 －
300 ユーロ（当時の換算率で約 2.7 － 3.7 万
円）を稼ぎ出すこともあったというように，
その意味は同じとはいえない． 
　さて，彼らがこうしてアイルランドで働く
ようになってからネパールではどのような変
化が起きているのだろうか．彼らの村，ラム
ジュンでは，彼らがカトマンドゥに出稼ぎに
行くようになってから，クリシュナの一階建
ての石造りの家が二階建てのセメントの家に
増改築され，アイルランドに出稼ぎに行くよ
うになって数年後の春にはバスルームとトイ
レが設置された．村にはそれまでバスルーム
はもとよりトイレがなかったが，彼らは家の

近くにセメント造りの小屋を新しく建て，屋
根の上に黒い貯水タンクを乗せ，屋内で水浴
びができる施設を建造した．但し，2005 年
の秋に筆者がラムジュンの村を訪れた時には
施錠されており，日常的には利用されていな
かった．村の家は増改築されたり，整備され
たりしたが，クリシュナとガネシュの家族は
彼らがアイルランドに行くようになってから
程なくカトマンドゥに部屋を借りて住むよう
になり，留守宅は親族が住むか，施錠して留
守のまま置かれている．
　彼らのように外国に出稼ぎに行くネパール
人はラフレ laahure 21) と呼ばれ，数年すると
カトマンドゥに土地を買って家を建てること
が期待される．彼らもカトマンドゥに土地を
買おうとしたものの一度は騙され，2007 年
の春にようやく兄弟で購入することができ
た．既に数人のガンダルバが，外国での出稼
ぎ等で蓄財し，カトマンドゥに土地を買って
家を建てており，クリシュナらの次の目標は，
他のラフレと同様，カトマンドゥに家を建て
ることである．
　アイルランドでの出稼ぎ生活の中で，彼ら
自身にはどのような変化が見られるのだろう
か．クリシュナは，ネパールではトゥーリス
トと共に酒を飲み，タバコを吸い，肉を好ん
で食べていたのが，アイルランドに来てから
医者の勧めに従って禁煙禁酒した．更に胆石
症や糖尿病と診断されてから野菜中心の食事
―ジャガイモが中心であるが―を心掛け，運
動のために毎日散歩をするようになった．ネ
パールの村では，体に不調があるとその原因
を取り巻く環境全体から説明し，超自然な力
で解決しようとしていたが，アイルランドで
は体の部位と自身の生活を関連付けて不調の
原因を理解し―なんらかの因果関係によって
悪霊等が憑依したのではなく―，本人自身の
問題として解決しようとしている 22)．そし
て，当時ロンドンにいた筆者に，定期的に受
ける血液検査の結果等を英語とネパール語を
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写真２　パブでサランギを弾くクリシュナ

混ぜてアルファベットでメールを書き，携帯
電話から送ってくるようになった．1996 年
に会った頃は黒電話の受話器のどこに向かっ
て喋ればよいのか尋ねていたクリシュナが，
携帯電話から国際電話をかけ，メールを送る
ようになっていた．現在ではカトマンドゥで
も携帯電話の保持者数が急増し，メールも頻
繁に交わされるようになったので，カトマン
ドゥにいても早晩携帯電話を駆使するように
なったであろうが，アイルランドでの生活の
中で適応した結果といえる．また，1999 年
にラムジュンで地面にアルファベットで名前
を書く練習をしていたガネシュが，2005 年
にアイルランドで再会した時に，アイルラン
ドに来てから練習したというアルファベット
が書き連ねてあるノートを示し，そこにボー
ルペンで彼自身の名前と妻の名前を書いて見
せてくれた．そして，次は彼らが自称するガ
ンダルバと彼の子供達の名前を書きたいと語
る．個人差もあるだろうが，クリシュナとガ
ネシュの文字の読み書きに関する差異に，初
等教育を受けたか否かの違いが反映されてい
ると言えよう．

４．２　アイデンティティの表象と実践
　先述したように，パブでは地元の音楽家達
が演奏しているところにクリシュナがサラン
ギを（写真２），ガネシュがネパールの両面
太鼓であるマーダル maadal を合わせること
がある．2004 年にクリシュナとガネシュは
そのパブの音楽仲間達とネパールのフォーク
ソングを収録したGandharba & the Roadside All-

Stars という音楽 CD をリリースした．CD の
解説書に，アイルランドの吟遊詩人 bard に
なぞらえて，ネパールの吟遊詩人カーストと
してガンダルバが紹介され，ニュースを広め
ることから昔の戦記物語を伝えることまで，
いくつもの物語を歌に織り込んで受け継いで
きたと説明されている．その CD におさめら
れているのは，クリシュナらが働いている村

やその周辺の音楽家達との合奏で，サランギ
とマーダルに加えて，バウローン（片面太鼓）
やフルート，フィドル，バグパイプのような
ユイリーン・パイプ，アコーディオン，ギ
ター，口琴等がある 23)．例えば 1953 年に
ガンダルバが歌ったエヴェレスト初登頂を果
したテンジン・ノルゲイ・シェルパ Tenging 
Sherpa ( ママ：筆者注 ) の歌が途中からクリ
スマス・イヴ Christmas Eve という名のアイ
ルランド民謡に変わる曲が収められている．
弾き語り調のゆっくりしたガンダルバの曲
が，ダンス向きのアップテンポの曲に移行し
ていくのだが，クリシュナのサランギもそれ
に伴ってアップテンポになっていく．ガンダ
ルバの中で古くから継承されてきた歌も年長
者の演奏を聞いて覚えてきたし，カトマン
ドゥでネパールのフォークソングを弾くよう
になったクリシュナやガネシュにとって，ア
イルランドで現地のフォークソングを彼らの
楽器で演奏することは，これまでの実践の延
長上にあるといえよう． 
　先に触れたが，彼らが 1999 年に初めてア
イルランドを訪れた時に人の集まる屋外で
も演奏したことがあった．この行為も彼らが
ネパールで村やバスパークで弾き語りをして
きたことの延長上にあるといえる．違いはア
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イルランドでは見慣れない楽器を奏でる茶褐
色の肌をした人の音楽を，地元のフォーク
ミュージックに馴染んだ白人が聴衆として楽
しんでいるということで，その聴衆によって
彼らの演奏や風貌に好奇の眼が向けられ，ネ
パールの村では考えられない金額の報酬が与
えられることであった．
　アイルランドにおけるクリシュナとガネ
シュの音楽に関する実践は，彼らの経済活動
の余興的な活動に位置づけられるかもしれな
いが，彼らがネパールでしてきた実践の延長
上にあると考えられる．主たる経済活動がそ
れぞれパブの給仕であり，スモークハウスの
工場労働者であることから，ネパールにいた
時よりもサランギに触れたり歌ったりする時
間は短いし，歌を忘れつつあるが，音楽に対
するアイデンティティを確認する―各種書類
の職業欄に音楽家 musician と記すような―
機会は増えている．そして，ガンダルバの歌
を忘れる一方で，アイルランド民謡に合わせ
てサランギを奏でるようになった．ネパール
にいる時は恣意的にサランギを隠すことで出
自を特定できないようにすることもあったが

（森本 2000b），アイルランドでは音楽を実
践する時間や機会が減っても，音楽家として
のアイデンティティを敢えて隠すようなこと
はしない．
　他方で，ネパール人としてのアイデンティ
ティに更にアジアに対するアイデンティティ
が重層的に重ねられてきた．彼らはアイルラ
ンド西部だけでなく演奏旅行でダブリンやイ
ギリス，フランスを訪れることがあるのだが，
ある時フランスの新聞記事に掲載されたサラ
ンギを演奏する彼らの写真のキャプションに

「チベット文化」と記されていた．これにつ
いて，クリシュナは，隣でチベット文化の展
示をしていたから間違えたのだろうと分析す
るが，ネパールの雑誌に，サランギを弾きな
がら歩く彼らの写真に「ガイネ」とキャプショ
ンを付けられた時のような不快感は示さな

い．そこにオリエンタリズム的なまなざしが
含まれていても，チベット仏教とヒンドゥー
が混同されていても，クリシュナにとって，
ヒンドゥー的なカースト規範による差別的な
扱いの方が大きな違和感として認識されるの
だろう．ラム ･ サラン ･ ネパリの，サランギ
奏者でありたいが下位カーストとしての扱い
を忌避したいという宿命論的なディレンマ
を，クリシュナはまずはカトマンドゥのタメ
ルで，次に国境を越えることによって，必ず
しも音楽家であることを実践せずにアイデン
ティティを維持しつつ，克服していると言え
よう．しかしながら，その一方でヒンドゥー
やネパールまでもが，他者によってチベット
等と誤認されるような，更に大きな構造―グ
ローバルな世界システム―に組み込まれてい
ることは看過できない．

５．おわりにかえて

　カトマンドゥのトゥーリストエリア，タメ
ルでサランギを土産物として売ったり，レ
ストランやホテルで歌ったりすることを通し
て，クリシュナとガネシュは従来の差別の対
象であるガイネとは異なる音楽家としてのア
イデンティティ―ネパールを訪れる外国人に
とってネパールの伝統を継承する，あるいは
実践する音楽家としてのアイデンティティ―
を維持することが可能であった（Morimoto　
2002）．そして，アイルランドでクリシュナ
とガネシュはまた，サランギやマーダルを手
に取り，アイルランドの音楽家達と共に，人
に請われれば音楽を奏でるようになった．行
為だけを取り出せば，タメルで行っていた実
践の延長上に位置づけられるかもしれない．
しかしながら，この過程はネパールにいた時
よりももっと直接に，彼らを世界経済の中心
－周辺関係において周縁化するものだったと
言える．つまり，タメルで生計を立てること
ができなくなれば村に戻って経済機会を獲得
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することが，金額の多少はあれ可能であった
が 24)，アイルランドに来たらビザの問題が
あるためにまずは保証人の庇護下に入り，働
くことになる．他の出稼ぎ移民労働者との差
別待遇に不満を感じても，彼らには，ネパー
ルに戻る以外の選択肢は殆ど用意されていな
い．
　再び冒頭のガネシュの言葉に戻ろう．ここ
はネパールの村のように見えるのに，どうし
てアイルランドは発展（ビカス bikaas）して
いてネパールは発展していないのか？アイル
ランドの田園風景を通してネパールの村を見
ていたガネシュのまなざしを反転させると，
アイルランド人トゥーリストがネパールのガ
ネシュの村を訪れ，そこにアイルランドの田
園風景を重ねて懐かしむような，進化論的な
読みがなされることは想像に難くない．この
時，なぜネパールが発展していないのかとア
イルランド人トゥーリストが疑問を呈するこ
とは考えにくい．ガネシュが意識するしない
にかかわらず違和感を抱く世界システムの中
心－周辺構造は，それぞれの出身地によって
同じ風景でも違うものとして映し出す背景
となる．アイルランドに出稼ぎに行った彼ら
は，前景としてのアイルランドの田園風景に
ネパールの村の風景を重ね，望郷の念を抱く．
そして村の家を増改築し，投資をする．しか
しながら，彼らは村に戻って生活するのだろ
うか．村を想って投資はするが，それは近い
将来自身の村を訪ねてくるであろうアイルラ
ンド人をはじめとした外国人の友人の為であ
り，実際に彼らの近い将来の生活拠点として
投資しているのはカトマンドゥなのである．
　引き裂かれた出稼ぎ民の世界－出身の村と
出稼ぎ先の都市－をいかにうまく繋ぎ，生き
ているのか，松田素二がアフリカの都市につ
いて描いた出稼ぎ民の世界は（松田 1996），
本小論で紹介したクリシュナとガネシュの状
況にも部分的に該当する．もともと村から村
へと歩いていた彼らがやがてネパールの首都

カトマンドゥに行き着き，そこでネパール人
を相手に歌う報酬として僅かな金品を受け取
ることから，外国人に楽器や歌を売るように
なり，それまでの生活から想像もできなかっ
たような生活を夢見られるようになった．そ
して，実際に夢見た外国―南アジア世界では
ない先進国―での生活を経験するようにな
る．この過程において，彼らの望郷のまなざ
しの先には，彼らの夢を実現する機会を得る
ことになったカトマンドゥのタメルではな
く，生まれ育った村に向けられている．
　ヒンドゥー的カースト規範に規定された社
会的周縁性により，ガンダルバはネパール社
会において困難な状況に置かれてきた．諸機
会へのアクセスが制限され，教育機会も十分
に与えられなかった彼らが，近代化の過程で
安定した職に就くことは非常に少なかった．
しかしながら，村からカトマンドゥへ活動拠
点を移し，ネパール人から外国人に彼らの活
動対象を変えることにより，同じ路上の不安
定な活動であっても，グローバル経済に直接
的にアクセスすることになった．この状況は
彼らにとってオルタナティヴな人生の可能性
をもたらすと，筆者はやや楽観的に指摘して
きた（森本 2000a；b；Morimoto 2002)．しか
しながら，現実問題としてアメリカでの同時
多発テロ事件や SARS が彼らの生活に影響を
及ぼすようになったように，もっと大きな世
界システムの中心－周辺連関の周辺に，自ら，
しっかりと組み込まれる過程であったことを
ここで指摘しなければならない．
　これまで記述してきたように，彼らはアイ
ルランドに渡ってネパールでは考えられない
ような大きな経済機会を手にし，かつては考
えられなかったような成功を手にしつつあ
る．他のラフレと同じように，やがてカトマ
ンドゥに家を建て，そこで暮らすことが実現
可能な範囲で予想されている．トゥーリスト
の来た道を逆に辿り返す過程で，アイルラン
ドで周縁化された安価な外国人労働者として

森本.indd   86 2008/03/13   14:16:21



― 87 ―

働き，グローバル化の作用をより直に受けて
限られた選択肢の中での生活をネパールより
はましだといって受容する．他方で，彼らの
故郷である村は，望郷の対象でありつづける
であろうが，彼らの戻るべき場所から更に一
層遠のいていくことになるのだろう．
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注
１）ガネシュは次兄クリシュナ（仮名）と 2000 年

からアイルランドに出稼ぎに来ている．
２）ネパールの食事は地域差があるので一般化でき

ないが，ガネシュのネパールでの日常食は，長
粒米の米飯に生姜や香辛料，塩で味付けした緑
豆等の豆汁をかけ，おかずとして鶏肉や水牛，
ヤギの肉を香辛料で炒め煮したもの，ジャガイ
モやカリフラワー等野菜を香辛料で炒め煮した
もの，それにトマト等の漬物を添えたダル・バー
トdaal bhat と呼ばれるものである．但し，ガネシュ
の村では肉を日常的に食することはなく，祭り
で動物を神に捧げた時など，特別な時にご馳走
として出されることが多い．

３）ダサインはネパールのヒンドゥーにとって一
年の中で最も重要な祭りで，10 月頃に行われる．
ダサインの祝い方は地域差やカースト，民族に
よる文化的差異が大きい．ガネシュの属するガ
ンダルバ Gandharba カーストの場合，高位カース
トに比べて肉食は文化的社会的に自由であるた

め，水牛や鶏ヤギ，豚等を神に生贄として捧げ
て宗教的な儀礼（プジャ puujaa）を行うことが多
い．ここでダサインの思い出として語られた鶏
や肉は，このような彼の文化的背景を示すもの
である．

４）カーストや家系，宗教，文化，居住地等の観
点から区分されるネパールの社会範疇を意味す
る．近年ではジャーティ jaati という呼び方もな
される．

５）四弦の弓奏楽器であるサランギ saarangi を携え，
村々を歩き，弾き語りすることがガンダルバの
生業とみなされてきた．

６）一般にはガイネ Gaine と認識され，センサスに
もそのように分類されるが，ガネシュをはじめ
としたガンダルバたちは，侮蔑的なニュアンス
を含む呼称であるガイネを名乗ることを避ける．
したがって，本稿では彼らが自称するガンダル
バを用いる．綴りは正確には Gandharva である
が，本小論では同様の理由で Gandharba を用いる．
この経緯については森本（2000b）で論じている．

７）2001 年センサスによる．12 番目に高い比率を
示している．実際には都市への出稼ぎ者が増加
しているため，更に多くのガンダルバが都市で
生活しているものと考えられる．

８）とりわけ外国人研究者のロマン主義的なまな
ざしがヒマラヤに向けられてきた為であり，そ
の結果研究対象とされてきた山地の人々が関わ
る人々としてヒンドゥー高位カーストたちの
ネガティヴなイメージが形成されてきたという
(Sharma 1997: 491-492)．

９）ネパリとは，ガンダルバと同じようにガイネ
を避けて用いられる彼らの自称の一つである．

10）実際にはインドに労働者として出稼ぎに行っ
たり，ネパール人の集住するダージリンなどに
弾き語りに行ったりするケースがあったので，
正確にはインド以外の外国への出稼ぎを意味す
る．

11）この当時，タメルに拠点をおくガンダルバの
協 会 Gandharba Culture and Art Organization に 45

人が登録していた．インフォーマルな活動であ
ることから流動が激しく全体の把握は困難であ
るが，そのうちの比較的長く活動していた 30

人に対して聞き取り調査を実施した（詳しくは
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